










ている｡ しかし､ このヘン (セン) は室山 (1998２)
や神部 (1998２)､ 今石 (2004)､ 友定 (2008)､ 日本




(2005) や間 (2006)､ 田文 (2007) があげられる｡注２)
そして､ これらの調査・研究によって大まかな分布
は示されている｡ しかし､ 都染 (2005:12) の ｢島
根県ではまだ確認されていない｣ としていることに
関しては､ 事実にそぐわない｡ (間 (2006)では､ こ
のヘンについて島根県安来市を中心にまとめている｡
私の日常の観察でも島根県内でも使用されているこ
とは確認できている｡) また､ 間 (2006) では､ 島
根県安来市・松江市・米子市の各地点で10名の調査
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(4) 健ちゃん､ さすがだへん？ (健ちゃん､ さ
すがじゃない？)
(5) マジで？信じられんわぁ！ ―― だへん？
(本当に？信じられないよ！ ―― だろ？)
上の例のようにヘンは文末に現れ､ 意味が共通語
のヨネやジャナイなどの ｢同意表明・要求｣ や ｢確
認要求｣ などの用法とほぼ重なる｡注３) そして､ 終
助詞ネ注４)のように文内や句末に現れることはなく､








































































● ｢だ｣ ：断定の助動詞 ｢だ｣
(例) 明日休みだへん？ (明日休みだよね)



























































































① ② ③ ④
益 田 市
3 28 30 199
1.2% 10.8% 11.5% 76.5%
浜 田 市
5 11 11 215
2.1% 4.5% 4.5% 88.8%
江 津 ・
大 田 市
1 4 9 98
0.9% 3.6% 8.0% 87.5%
出 雲 市
9 86 57 483
1.4% 13.5% 9.0% 76.1%
雲南市・
飯 石 郡
6 51 55 342
1.3% 11.2% 12.1% 75.3%
奥出雲町
26 51 48 334
5.7% 11.1% 10.5% 72.8%
松 江 市
159 626 323 410
10.5% 41.2% 21.3% 27.0%
東出雲町
16 62 35 17
12.3% 47.7% 26.9% 13.1%
安 来 市
618 73 20 5
86.3% 10.2% 2.8% 0.7%
米 子 市
501 69 10 8
85.2% 11.7% 1.7% 1.4%
境 港 市
163 17 4 0
88.6% 9.2% 2.2% 0.0%
日 野 郡
190 23 2 0
88.4% 10.7% 0.9% 0.0%
西 伯 郡
208 35 6 3
82.5% 13.9% 2.4% 1.2%
倉吉市・
東 伯 郡
1 68 33 54
0.6% 43.6% 21.2% 34.6%
鳥 取 県
東 部
4 60 65 139
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図１ ヘンの設問の回答合計
回答項目 設問2 設問4 設問10 設問16
安来市
① 161 146 157 154
② 15 20 18 20
③ 3 12 3 2
④ 0 1 1 3
米子市
① 126 115 130 130
② 18 25 13 13
③ 2 6 1 1
④ 2 2 2 2
境港市
① 42 40 39 42
② 4 2 7 4
③ 0 4 0 0
④ 0 0 0 0
日野郡
① 49 49 48 44
② 5 4 6 8
③ 0 1 0 1
④ 0 0 0 0
西伯郡
① 47 52 53 56
② 13 9 8 5
③ 2 2 1 1
④ 1 0 1 1
合 計
① 460 433 454 450
② 52 55 57 57
③ 8 31 7 6














































設問２ 設問４ 設問10 設問16
① 女 94.3% 90.9% 95.4% 95.1%男 77.9% 71.7% 78.3% 78.7%
② 女 4.5% 6.4% 3.8% 4.6%男 19.0% 19.0% 18.6% 16.9%
③ 女 0.8% 2.6% 0.4% 0.0%男 2.2% 8.0% 1.8% 2.2%
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表４ センの設問の回答合計
① ② ③ ④
益 田 市
0 18 21 221
0.0% 6.9% 8.1% 85.0%
浜 田 市
5 5 9 224
2.1% 2.1% 3.7% 92.2%
江 津 ・
大 田 市
2 0 4 106
1.8% 0.0% 3.6% 94.6%
出 雲 市
7 40 35 553
1.1% 6.3% 5.5% 87.1%
雲南市・
飯 石 郡
3 19 16 416
0.7% 4.2% 3.5% 91.6%
奥出雲町
8 29 30 392
1.7% 6.3% 6.5% 85.4%
松 江 市
70 270 150 1029
4.6% 17.8% 9.9% 67.7%
東出雲町
4 12 22 84
3.3% 9.8% 18.0% 68.9%
安 来 市
16 55 49 596
2.2% 7.7% 6.8% 83.2%
米 子 市
42 183 96 270
7.1% 31.0% 16.2% 45.7%
境 港 市
75 78 22 9
40.8% 42.4% 12.0% 4.9%
日 野 郡
2 32 44 138
0.9% 14.8% 20.4% 63.9%
西 伯 郡
16 96 25 115
6.3% 38.1% 9.9% 45.6%
倉吉市・
東 伯 郡
2 12 11 131
1.3% 7.7% 7.1% 84.0%
鳥 取 県
東 部
3 18 26 221
























(6)ニュー イナッテル モンガナ イマゴロニャ









(9)タマゴガ アリャー シェンカエー (タマゴ
がありはしないかね：39)
●大原郡大東町
(10)ワカーマヘン コンダ アチノ イー コタ
ワカーヘンケン､ (わかりませんと､ こんどは
あちらの言うことはわからないから：54)
(11)カタヤナエ シェナヤナエ カケラセン (肩
や背 (には) かけはしない：60)




回答項目 設問5 設問6 設問7 設問8
安来市
① 3 5 5 3
② 15 12 13 15
③ 14 13 9 13
④ 147 149 152 148
米子市
① 11 12 11 8
② 49 45 44 45
③ 24 24 25 23
④ 64 67 68 71
境港市
① 19 21 18 17
② 22 18 20 18
③ 3 6 5 8
④ 2 1 3 3
日野郡
① 1 0 1 0
② 8 7 7 10
③ 11 12 10 11
④ 34 35 36 33
西伯郡
① 4 3 4 5
② 21 25 23 27
③ 7 5 7 6
④ 31 30 29 25
合 計
① 38 41 39 33
② 115 107 107 115
③ 59 60 56 61
④ 278 282 288 280
表５ 地域別・設問別の回答数 (セン)
表６ 米子市在住者のセン
設問5 設問6 設問7 設問8
①
境高校 5.6% 8.3% 8.3% 5.6%
その他 8.0% 8.0% 7.1% 5.4%
②
境高校 55.6% 55.6% 55.6% 58.3%
その他 25.9% 22.3% 21.4% 21.6%
③
境高校 22.2% 19.4% 19.4% 22.2%
その他 14.3% 15.2% 16.1% 13.5%
④
境高校 16.7% 16.7% 16.7% 13.9%
その他 51.8% 54.5% 55.4% 59.5%
(13)サター アッテモ イカリャー センケー
(通知があってもいかれはしないから：77)
(14)アガーナ ジセツァー ハー イマカラ キ
ヤセンケーナー (あんな時節はもう今後､ 来は
しないからねえ：85)
上記のような表現は､ 室山 (19982:196) では､
｢夜見新田方言では､ (中略) 強い否定として､ ｢書
キャ(ー)ヘン(セン)｣ のように､ ｢～シェン・ヘン｣
が用いられる｣ とあり､ また神部 (19982:231) で
も､ 隠岐島前の強調の否認形式として､ ｢～サッタ｣
(キョーワ エケサッタ｡ ：今日は行きはしなかっ
た) の説明の箇所で､ 出雲東部でも ｢オレ ヘン｡｣
(居はしない) のような表現があることを紹介して
いる｡ また､ 石見でも ｢アルキャー セン｡｣ など
のような表現が聞かれることを書いている｡ このヘ
ンやシェン､ センを伴った否定は､ 強調であるとさ
れている｡ そして､ この表現は､ 東は鳥取県の東伯
地域から隠岐を含み､ 西は石見地方までと､ 広い範
囲で確認される形式である｡
また､ このような ｢動詞連用形＋ハ＋シナイ｣ に
由来する形式以外に､ ヘンやシェン､ センが現れる
のは､ 共通語の丁寧語の否定マセンに相当する形式
で､ ｢オマーヘンナー (いませんね)｣ ｢ゴダエヘン
ガネ (いらっしゃいませんね)｣ ｢ワカーマヘンダワー
















文末表現ヘンの出現を､ 上野 (2005) や田文
(2007) では､ 関西方言を受容したことで説明しよ
うとしている｡ たとえば､ 上野 (2005) は､ 厳密な
考察をしている訳ではないが､ ｢この地域の否定は
｢ん｣ であり､ 近畿地方からさほど遠くないことを
考慮するなら､ 関西式の否定 ｢へん｣ が入ってきて
共通語形 ｢～ではない｣ の ｢ない｣ に置き換わり､
若者たちに支持されるようになった ｢新方言｣ 〈井










｢～ (ダ) ヘン｣ は､ ４－１－２ (ママ) で
述べたように｡
｢だ＋ない (ねー)｣ ＞ ｢だ＋へん｣
という過程を経て生まれたものではなかろうか｡
ただし､ 上に記したように､ 打ち消し部分が
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表７ 美保関町在住者のセン(割合)
設問5 設問6 設問7 設問8
①
美保関町 54.5% 54.5% 36.4% 22.7%
松江(他) 2.0% 2.2% 1.4% 3.6%
②
美保関町 31.8% 27.3% 36.4% 40.9%
松江(他) 18.4% 16.5% 14.8% 17.4%
③
美保関町 4.5% 9.1% 9.1% 13.6%
松江(他) 10.3% 9.5% 7.5% 12.3%
④
美保関町 9.1% 9.1% 18.2% 22.7%
松江(他) 69.3% 71.8% 76.3% 66.7%
表８ 美保関町在住者のセン(人数)
設問5 設問6 設問7 設問8
① 12 12 8 5
② 7 6 8 9
③ 1 2 2 3
④ 2 2 4 5
｢へん｣ に変わるとともに､ 従来みられた ｢だ｣
の用言終止形への接続はなくなり､ 共通語と同
じような (共通語で ｢だ｣ を用いることのでき




















間 (2006) では､ ｢もともとは打ち消しの助動詞
｢ヘン｣ からきていると考えられる｣ と指摘してい
る｡ まず､ 伝統方言のヘノ・ヘンから論を展開して
いる｡ 例えば ｢ソトニワ アーヘンカヤ？｣ や ｢ダ


















しかし､ 本稿では､ 基本的に間 (2006) の伝統方
言の否定辞ヘンからの派生という説を支持したい｡
厳密な考察ではないが､ このヘンを用いた否定は､
副助詞 ｢ハ｣ を介した ｢連用形＋ハ＋シナイ｣ の形
とする｡ そして､ 室山 (19982：19) で指摘してい








そして､ ヘンやセンの意識として､ 都染 (2005) に















｢ア■ヘン｣ や ｢シチョ■ヘン｣ ｢マケ■ヘン｣､ ｢デ
キ■ヘン｣ などすべての■に共通に入りうるものは
ルだけである｡ また､ ｢ステラーヘン｣ のようなも
のも､ 雲伯方言の ｢ミラン (見ない)｣ や ｢デキラ
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ン (できない)｣ などの一段動詞の五段化という事









































４) 品詞については､ とりあえず､ 間投詞と終助
詞を細かくは分類しない｡
５) 高橋ゼミ (2009)







今後必要であろう｡ 田文 (2007) では､ ｢ ｢へ
ん｣ の発生に関しては､ 1970年代頃が当てはま
り､ ｢へん｣ 使用の拡大に関しては､ 1990年代
の始め頃が当てはまる｣ と指摘している｡
７) 回答項目に関しては､ アンケートに協力いた
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と意味は変わらないそうだ｡
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